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ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
20
04
年
以
降
、
県
内
に
広
く
人
権
文
化
を
根
づ
か
せ
て
い
く
た
め
各
地
持
ち
回
り
で
開

催
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回
は
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
あ
り
、
大
分
県
で
は
じ
め
て
研
究
会
が
発
足
し
た
中
津
の

地
で
は
、
は
じ
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
県
内
各
地
の
学
校
や
地
域
で
の
人
権
確
立
を
め
ざ
し
た
実
践
を
交
流
し
、
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
実
践
を
振
り
返
り
、
人
権
意
識
の
向
上
や
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
20
16
年
に
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」、
20
18
年
に
「
大
分
県
人
権
・
部
落
差
別
解
消
保
育
研
究
集
会
」

を
統
合
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
社
会
教
育
に
至
る
ま
で
の
進
路
保
障
の

取
り
組
み
を
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
多
く
の
な
か
ま
と
共
有
し
、
加
盟
研

究
団
体
す
べ
て
の
協
力
に
よ
っ
て
実
践
か
ら
学
び
合
え
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

第
45

回
大

分
県

人
権

・
部

落
差

別
解

消
教

育
研

究
大

会
な

ら
び

に
第

45
回

大
分

県
人

権
・

部
落

差
別

解
消

教
育

研
究

大
会

な
ら

び
に

第
８

回
大

分
県

人
権

・
部

落
差

別
解

消
保

育
研

究
集

会
第

８
回

大
分

県
人

権
・

部
落

差
別

解
消

保
育

研
究

集
会

開
会

行
事

　
　

１
 開

会
の

こ
と

ば
　

　
２

 主
催

者
あ

い
さ

つ
（

県
人

教
）　

　
３

 主
催

者
あ

い
さ

つ
（

県
人

保
）

　
　

４
 共

催
者

あ
い

さ
つ

　
　

５
 来

ひ
ん

代
表

あ
い

さ
つ

　
　

６
 来

ひ
ん

紹
介

　
　

７
 基

調
提

案
　

　
８

 閉
会

の
こ

と
ば

記
念

講
演

	【
演

目
】　

人
の

世
に

熱
と

光
を

　
―

水
平

社
創

立
の

思
想

に
学

ぶ
―

	
【

講
師

】　
駒

井
　

忠
之

 さ
ん

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　
‌ �水
平
社
博
物
館
　
館
長
。
19
72
年
奈
良
県
御
所
市
生
ま
れ
。

19
98
年
の
水
平
社
博
物
館
開
館
か
ら
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
、

20
15
年
館
長
に
就
任
。
国
際
人
権
博
物
館
連
盟
や
「
世
界
の
記

憶
」
な
ど
を
通
し
て
水
平
社
創
立
の
思
想
を
世
界
に
発
信
し
て

い
る
。
神
戸
女
学
院
大
学
で
人
権
論
を
担
当
。

※
全
体
会
は
、
収
容
人
数
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
座
席
を
つ
め
て
お
座
り
く
だ
さ
い
。

そ
　

の
　

他

（
1）

「
駐

車
場

」
に

つ
い

て
　
⃝
‌�１
日
目
全
体
会
場
（
中
津
文
化
会
館
）
の
駐
車
場
は
関
係
者
専
用
の
駐
車
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
ご
と
に
指
定
し
た
駐
車
場
の
駐
車
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
車
で
参
加
さ
れ
る
方
は
必
ず
駐
車
券
を
持
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
駐

車
場
に
駐
車
願
い
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
の
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
全
員
分
の
駐
車
券
を
配
付
で
き
ま
せ
ん
。
乗

り
合
わ
せ
や
JR
等
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
⃝
２
日
目
の
分
科
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
場
ご
と
駐
車
場
を
準
備
し
て
い
る
た
め
、
駐
車
券
は
発
券
し
ま
せ
ん
。

（
2）

「
受

付
」

に
つ

い
て

（
事

前
申

込
）

　
⃝
大
会
１
日
目
は
、
Ａ
票
　
全
体
会
／
大
会
資
料
引
換
券
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⃝
大
会
２
日
目
は
、
Ｂ
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⃝
両
日
と
も
、
事
前
に
参
加
券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
⃝
一
般
参
加
以
外
の
方
に
は
、
専
用
の
受
付
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　
⃝
当
日
参
加
の
方
は
、
当
日
参
加
専
用
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

❖
主

催
　
　
公
益
社
団
法
人
大
分
県
人
権
・
部
落
差
別
解
消
教
育
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
大
分
県
人
権
・
部
落
差
別
解
消
保
育
連
絡
協
議
会

❖
共

催
　
　
中
津
市
　
中
津
市
教
育
委
員
会
　
ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
20
23
実
行
委
員
会

❖
後

援
　
　
�朝
日
新
聞
大
分
総
局
 /
 一
般
財
団
法
人
大
分
県
教
育
会
館
 /
 一
般
財
団
法
人
大
分
県
私
学
協
会
 /
 一
般
社
団
法
人
大
分

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
 /
 N
HK
大
分
放
送
局
 /
 A
PU
 /
 エ
フ
エ
ム
大
分
 /
 大
分
県
 /
 大
分
県
教
育
委
員
会
 /
 大
分

県
教
職
員
組
合
 /
 大
分
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
 /
 大
分
県
高
等
学
校
PT
A
連
合
会
 /
 大
分
県
公
立
学
校
教
頭
会
 /
 

大
分
県
公
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
 /
 大
分
県
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
会
 /
 大
分
県
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

PT
A
連
合
会
 /
 大
分
県
市
長
会
 /
 大
分
県
市
町
村
教
育
長
協
議
会
 /
 大
分
県
児
童
養
護
施
設
協
議
会
 /
 大
分
県
小
学
校

長
会
 /
 大
分
県
商
工
会
議
所
連
合
会
 /
 大
分
県
商
工
会
連
合
会
 /
 大
分
県
中
学
校
長
会
 /
 大
分
県
町
村
会
 /
 大
分
県

PT
A
連
合
会
 /
 大
分
県
保
育
連
合
会
 /
 大
分
県
立
学
校
事
務
長
会
 /
 大
分
県
立
学
校
長
協
会
 /
 大
分
県
隣
保
館
連
絡
協

議
会
 /
 大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
 /
 大
分
合
同
新
聞
社
 /
 大
分
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
 /
 O
AB
大
分
朝
日
放

送
 /
 O
BS
大
分
放
送
 /
 学
校
法
人
溝
部
学
園
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
 /
 T
O
Sテ
レ
ビ
大
分
 /
 公
立
大
学
法
人
大
分

県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
 /
 国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
 /
 社
会
福
祉
法
人
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
 /
 社
会
福
祉
法
人

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会
 /
 社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲
人
協
会
 /
 西
日
本
新
聞
大
分
総
局
 /
 日
本
文
理
大
学
 /
 部
落
解

放
共
闘
大
分
県
民
会
議
 /
 部
落
解
放
同
盟
大
分
県
連
合
会
 /
 別
府
大
学
 /
 毎
日
新
聞
社
 /
 読
売
新
聞
西
部
本
社

�
※
五
十
音
順
に
紹
介
（
全
48
団
体
申
請
中
）

大
会

日
程

10
:0
0　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
:0
0 
　
　
　
13
:0
0 
　
　
　
14
:0
0　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
16
:0
0　
16
:3
0

10
/2

0
(金

)
全
体
会
業
務
担
当
者

開
会
準
備

受
付

開
会

行
事

記
念

講
演

分
科
会

連
絡
会

オー
プニ

ング

※
全
体
会
で
は
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

9:
00
　
9:
30
  1
0:
00
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
:0
0 
　
　
　
13
:0
0 
  　
　
　
　
　
　
　
15
:0
0

10
/2

1
(土

)
準
備
受
付

分
科

会
実

践
報

告
昼
食
休
憩

分
科

会
総

括
討

論

オ
ー

プ
ニ

ン
グ
　
　

上こ
う

づ
は

ん
じ

ょ
う

だ
い

こ

津
繁

昌
太

鼓
　（

中
津

市
立

上
津

小
学

校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
�　
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
よ
う
と
、
上
津
小
１
～
６
年
全
員
で
和
太
鼓
「
上
津
繁
昌
太
鼓
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
子
ど
も
同
士
の
絆
を
深
め
、
演
奏
で
地
域
を
元
気
に
す
る
太
鼓
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
会

テ
ー

マ
　
　
差

別
の

現
実

か
ら

深
く

学
び

、
生

活
を

高
め

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
未

来
を

保
障

す
る

教
育

を
確

立
し

よ
う

地
元

テ
ー

マ
　
　

一
人

ひ
と

り
を

大
切

に
す

る
人

権
の

ま
ち

づ
く

り
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

～
 な

か
ま

と
　
か

た
り

あ
い

　
つ

な
が

り
あ

お
う

 ～

と
　

　
　

き
　
　

20
23

年
10

月
20

日
(金

)・
21

日
(土

)

と
　

こ
　

ろ
　
　

中
津

文
化

会
館

　
他

　
　
　
　
　
　
　
　【
住
所
】
〒
87
1-
00
58
 大
分
県
中
津
市
豊
田
町
14
-3
8　
　【
電
話
】
09
79
-2
4-
11
55

資
　

料
　

代
　
　

３
，５

０
０

円

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
3
中
津
大
会

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
3
中
津
大
会

開
催
の
ご
案
内

開
催
の
ご
案
内
（
最
終
案
内
）

（
最
終
案
内
）
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区
分

分
科
会
…

番
号

報
　
告
　
者

報
　
　
告
　
　
内
　
　
容

会
場
施
設

乳 幼 児 期
1

大
分
（
義
務
制
）

菊
池

　
里

美
高
田
幼
稚
園

「
思

い
を

出
し

合
う

中
で

、
相

手
の

思
い

に
気

付
き

、
笑

顔
で

遊
ぶ

な
か

ま
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
」 

～
わ

た
し

も
大

切
、

あ
な

た
も

大
切

～
園
生
活
の
中
で
、「
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
」「
友
だ
ち
の
思
い
を
受
け
入
れ
る
」「
気
持
ち
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
」

な
ど
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
自
分
も
友
だ
ち
も
大
切
に
し
、
互
い
に
認
め
合
い
、
笑
顔
で
遊
ぶ
な
か
ま
づ
く

り
を
め
ざ
し
た
実
践
の
報
告
。

中
津

文
化

会
館

ス
タ

ジ
オ

県
人
保

県
人

保
推

薦
の

実
践

報
告

、
も

し
く

は
講

座
を

併
催

し
ま

す
。

教 育 の 創 造

2

宇
佐
（
義
務
制
）

吉
田

　
忠

弘
宇
佐
小
学
校

「
ひ

と
り

じ
ゃ

な
い

」 
私
は
、
隆
さ
ん
が
「
発
表
が
苦
手
だ
」
と
決
め
つ
け
て
は
い
な
か
っ
た
か
。「
決
め
つ
け
」
や
「
偏
見
」、
自
分
の
「
当

た
り
前
」
を
子
ど
も
に
押
し
付
け
る
「
傲
慢
さ
」
が
あ
っ
た
。
自
分
自
身
の
差
別
性
に
気
が
付
き
、
子
ど
も
へ
の

支
援
が
変
わ
っ
た
。

今
津

小
学

校
多

目
的

ホ
ー

ル
豊
肥
地
区
（
高
校
）

佐
々

木
　

正
洋

竹
田
高
校

竹
田

高
校

の
「

１
．３

１
人

権
集

会
」

を
通

し
て

 
部
落
差
別
事
件
を
発
端
と
し
て
竹
田
高
校
で
20
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
き
た
「
１
．３
１
集
会
」。
「
１
．３
１
集
会
」

の
精
神
と
は
何
か
？
に
つ
い
て
考
え
て
、
実
践
し
た
こ
と
の
報
告
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
生
徒
や
先
生
方
の
反
応
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

3

豊
後
大
野
（
義
務
制
）

武
藤

　
か

お
り

菅
尾
小
学
校

互
い

に
認

め
合

い
、

支
え

合
う

仲
間

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
苦
手
な
Ａ
さ
ん
。
Ａ
さ
ん
と
周
り
の
子
ど
も
た
ち
と
の
双
方
向
の
関
わ
り

合
い
を
つ
く
っ
て
い
き
、
お
互
い
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
取
り
組
ん
だ
実
践
報
告
。

豊
陽

中
学

校
マ

ル
チ

ル
ー

ム
県
南
地
区
（
高
校
）

藤
井

　
純

一
臼
杵
高
等
学
校

主
体

的
に

取
り

組
む

部
落

問
題

学
習

HR
A 

「
部
落
差
別
を
無
く
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
地
域
の
方
や
保
護
者
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
生
徒
が
学
び
、

考
え
な
が
ら
、
主
体
的
に
取
り
組
む
HR
A
づ
く
り
の
過
程
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
人
権
HR
A
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

4

玖
珠
（
義
務
制
）

池
部

　
聖

崇
野
矢
小
学
校

自
分

事
と

し
て

捉
え

、
灯

火
を

つ
け

る
人

権
教

育
 

「
大
丈
夫
で
す
」
と
苦
手
な
こ
と
、
大
変
な
こ
と
か
ら
背
を
向
け
る
Ａ
の
姿
。
ま
た
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
子
ど
も

た
ち
の
実
態
を
通
し
て
見
え
て
き
た
課
題
。
あ
る
事
を
き
っ
か
け
に
、
部
落
問
題
学
習
や
人
権
劇
か
ら
「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
Ａ
と
野
矢
小
の
子
ど
も
た
ち
の
変
容
を
書
い
た
報
告
。

如
水

小
学

校
体

育
館

杵
築
市
（
社
会
教
育
）

板
尾

達
憲

　
梅

田
久

輝
杵築

市教
育委

員会
社会

教育
課

杵
築

市
に

お
け

る
人

権
教

育
・

啓
発

の
現

状
と

課
題

 
杵
築
市
で
は
、
部
落
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
に
対
し
て
「
差
別
を
し
な
い
・
許
さ
な
い
」
人
間
の
育
成

と
人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
様
々
な
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
各
種
関
係
機
関
と
協
働
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

自 主 活 動 ・ な か ま づ く り

5

中
津
（
義
務
制
）

姫
野

　
由

依
小
楠
小
学
校

「
も

う
少

し
や

さ
し

く
言

っ
て

ほ
し

い
」 ～

周
り

の
子

と
と

も
に

Ａ
さ

ん
の

お
も

い
に

寄
り

添
う

取
り

組
み

～
明
る
く
元
気
で
人
懐
っ
こ
い
Ａ
さ
ん
。
し
か
し
、
学
校
生
活
の
中
で
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
上
手
く
言
葉
に
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
物
に
当
た
っ
た
り
、
友
だ
ち
を
傷
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
Ａ
さ
ん
と
友
だ
ち
と

の
関
わ
り
や
担
任
の
お
も
い
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

中
津

文
化

会
館

小
ホ

ー
ル

速
見
（
義
務
制
）

麻
生

　
尚

志
日
出
中
学
校

「
そ

ん
な

こ
と

言
わ

れ
て

も
で

き
な

い
ん

だ
ー

！
」 

～
仲

間
と

と
も

に
成

長
し

て
い

く
Ａ

さ
ん

～
「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
で
き
な
い
ん
だ
ー
！
」
と
叫
ん
だ
Ａ
さ
ん
。
集
団
生
活
の
関
わ
り
を
通
し
、
様
々
な
個

性
を
互
い
に
受
け
入
れ
る
こ
と
。
Ａ
さ
ん
が
仲
間
と
と
も
に
成
長
し
、
自
信
を
も
て
る
よ
う
、
側
で
見
守
っ
て
き

た
実
践
報
告
。

6

杵
築
（
義
務
制
）

手
嶋

　
有

希
大
内
小
学
校

「
み

ん
な

で
ス

ク
ラ

ム
組

ん
で

い
こ

う
！

」 
～

Ａ
さ

ん
に

と
っ

て
心

地
よ

い
居

場
所

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

～
自
分
の
思
い
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
Ａ
さ
ん
。
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
や
学
級
集
団
づ
く
り
を
通
し
て
、

Ａ
さ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
践
。

和
田

小
学

校
体

育
館

豊
後
高
田
（
義
務
制
）

平
野

　
幸

枝
田
染
小
学
校

「
先

生
は

Ｇ
さ

ん
を

ひ
い

き
し

よ
る

」 
～

だ
れ

も
が

安
心

し
て

す
ご

せ
る

学
級

を
め

ざ
し

て
～

複
式
学
級
７
名
の
個
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
困
り
や
課
題
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
上

手
く
は
き
出
せ
ず
に
す
ご
し
て
い
た
。「
差
別
を
な
く
す
状
況
に
す
る
た
め
の
視
点
」
を
軸
に
安
心
し
て
す
ご
せ
る

学
級
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
実
践
。

7

由
布
（
義
務
制
）

伊
藤

　
由

美
子

石
城
小
学
校

「
学

校
っ

て
楽

し
い

な
」

と
思

え
る

集
団

づ
く

り
 ～

Ａ
と

の
関

り
を

通
し

て
～

入
学
し
て
か
ら
の
Ａ
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
や
六
年
生
と
の
関
わ
り
、
更
に
は
、
学
校
全
体
の
と
り

く
み
を
通
し
て
の
成
長
の
様
子
の
記
録
。
小
規
模
特
認
校
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
々
の
小
さ
な
積
み
重
ね

を
大
切
に
し
て
い
っ
た
実
践
。

小
楠

小
学

校
体

育
館

津
久
見
（
義
務
制
）

佐
藤

　
昌

平
青
江
小
学
校

「
輝

け
」 

～
誰

一
人

置
い

て
い

か
な

い
学

級
集

団
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
～

別
室
登
校
を
し
て
い
た
Ａ
、
自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
と
固
ま
る
Ｂ
を
中
心
と
し
た
誰
一
人
置
い
て
い
か
な

い
反
差
別
の
学
級
集
団
づ
く
り
の
実
践
報
告
。

8

竹
田
（
義
務
制
）

橋
本

　
美

紅
荻
小
学
校

安
心

し
て

自
分

の
思

い
を

表
現

で
き

る
人

間
関

係
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
 

自
分
の
思
い
や
願
い
が
あ
っ
て
も
、
自
信
を
も
っ
て
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
が
多
い
ク
ラ
ス
。
誰

も
が
安
心
し
て
、
自
分
の
思
い
を
表
現
で
き
る
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
、

を
考
え
た
。

沖
代

小
学

校
体

育
館

日
田
（
義
務
制
）

菅
野

　
万

利
子

三
和
小
学
校

友
だ

ち
の

が
ん

ば
り

を
認

め
、

い
っ

し
ょ

に
の

び
る

な
か

ま
づ

く
り

（
W

IT
H 

YO
U

) 
子
ど
も
た
ち
の
実
態
か
ら
「
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
他
者
と
協
力
す
る
態
度
の
育
成
」
を
重
点
目
標
に
設
定
し
た
。

そ
の
中
で
、
入
学
し
た
一
年
生
が
、
人
と
の
か
か
わ
り
や
か
が
や
き
の
樹
の
と
り
く
み
を
通
し
て
、
自
分
を
見
つ

め
直
す
一
歩
と
な
っ
た
実
践
。

9

国
速
杵
地
区
（
高
校
）

清
末

　
昭

博
国
東
高
等
学
校

「
国

東
市

人
権

を
学

ぶ
会

」
を

国
高

生
の

居
場

所
に

す
る

た
め

に
 

こ
れ
ま
で
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
解
放
学
習
会
」
に
関
わ
る
機
会
を
多
く
得
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
「
国

東
市
人
権
を
学
ぶ
会
」の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
時
に
学
ぶ
会
継
続
の
た
め
に
何
が
必
要
か
探
っ

て
い
る
。

中
津

文
化

会
館

音
楽

練
習

室
佐
伯
市
（
義
務
制
）

渡
邉

　
恭

子
佐
伯
小
学
校

「
ぼ

く
、

ひ
と

り
が

い
や

な
ん

よ
」 

～
ま

だ
「

０
ね

ん
せ

い
」

だ
っ

た
Ａ

さ
ん

と
の

日
々

～
集
団
生
活
に
な
じ
め
ず
、
学
び
の
場
か
ら
離
れ
て
い
く
Ａ
さ
ん
。
反
抗
的
な
言
動
を
繰
り
返
す
Ａ
さ
ん
を
ど
う
理

解
し
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
か
、
ま
た
、
Ａ
さ
ん
の
自
己
肯
定
感
を
ど
う
や
っ
て
取
り
戻
し
て
い
く
か
、
考
え
、

取
り
組
ん
だ
実
践
。

区
分

分
科
会
…

番
号

報
　
告
　
者

報
　
　
告
　
　
内
　
　
容

会
場
施
設

進 路 ・ 学 力 保 障

10

く
に
さ
き
（
義
務
制
）

穴
井

　
朋

宏
国
東
小
学
校

困
り

に
気

付
き

寄
り

添
え

る
よ

う
に

 
Ａ
さ
ん
は
困
り
を
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
伝
え
る
の
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
教
師
は
Ａ
さ
ん

の
困
り
に
寄
り
添
い
、
気
持
ち
を
話
せ
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。
Ａ
さ
ん
が
友
だ
ち
に
困
り
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

集
団
も
変
容
し
て
い
っ
た
。

中
津

北
高

校
大

会
議

室
別
府
地
区
（
高
校
）

國
師

　
里

恵
別
府
支
援
学
校
石
垣
原
校

「
つ

な
が

り
た

い
」 

～
社

会
と

つ
な

が
る

た
め

の
取

り
組

み
～

入
院
生
活
を
送
る
Ｋ
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
以
上
外
出
等
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
下
で
、
少
し
で

も
社
会
や
仲
間
と
の
関
わ
り
を
増
や
し
た
い
と
い
う
Ｋ
さ
ん
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
試
行
錯
誤
し
て
き
た
様
子

を
報
告
す
る
。

11

別
府
（
義
務
制
）

水
木

　
遥

朝
日
中
学
校

「
教

室
、

入
っ

て
み

よ
う

か
な

ぁ
」 

～
子

ど
も

に
寄

り
添

っ
た

な
か

ま
づ

く
り

～
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
く
声
が
出
る
症
状
が
あ
り
、「
周
囲
の
迷
惑
に
な
る
」
と
い
う
悩
み
か
ら
不
登
校
に
な
っ

た
Ａ
さ
ん
。
Ａ
さ
ん
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
や
部
活
動
で
の
「
な
か
ま
づ
く
り
」
の
た
め
に
実
践

し
た
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

本
耶

馬
渓

公
民

館
大

会
議

室
久
大
地
区
（
高
校
）

橋
内

　
和

彦
日
田
高
校

「
日

田
高

校
の

合
理

的
配

慮
」 

～
生

徒
の

ニ
ー

ズ
に

寄
り

添
っ

て
～

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
２
８
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
、
本
校
で
も
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
準
備
し
て
き
た
が
、

令
和
に
な
っ
て
か
ら
実
際
の
提
供
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
生
徒
の
事
例
を
含
め
た
学
校
現
場
で
の
現
状
の
報
告
。

12

臼
杵
（
義
務
制
）

室
　

知
花

下
南
小
学
校

「
Ａ

ち
ゃ

ん
、

ぜ
ん

ぶ
じ

ぶ
ん

で
で

き
る

ん
で

」 
生
活
面
で
あ
ら
ゆ
る
介
助
を
要
し
て
い
た
Ａ
さ
ん
。
園
で
の
様
子
を
知
り
、
Ａ
さ
ん
の
ペ
ー
ス
で
順
を
追
っ
て
挑

戦
さ
せ
る
中
で
、
徐
々
に
自
信
を
つ
け
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
自
分
か
ら
友
だ
ち
と
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
、
不
安
が
和
ら
い
で
い
っ
た
日
々
の
報
告
。

小
楠

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

集
会

室
中
津
地
区
（
高
校
）

佐
藤

　
洋

一
中
津
東
高
校
定
時
制

食
べ

る
こ

と
は

生
き

る
こ

と
　

 
生
活
調
査
を
通
し
て
見
え
て
く
る
生
徒
の
食
の
実
態
。
食
事
が
満
足
に
取
れ
な
い
生
活
は
、
ま
さ
に
基
本
的
人
権

が
失
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
夜
間
定
時
制
高
校
に
お
け
る
学
校
給
食
の
意
義
を
再
確
認
し
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ

生
徒
へ
エ
ー
ル
を
送
る
報
告
。

13

大
分
地
区
（
高
校
）

白
石

　
奈

々
大
分
国
際
情
報
高
校

「
困

り
の

あ
る

生
徒

の
強

み
を

活
か

し
て

」 
－

国
情

就
職

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
よ

り
－

困
り
の
あ
る
生
徒
・
社
会
定
着
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
生
徒
た
ち
…
。
学
校
生
活
の
中
で
教
員
と
福
祉
の
専
門
家

が
ど
の
よ
う
に
連
携
を
し
て
、
進
路
保
障
に
取
り
組
ん
だ
の
か
を
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
ヶ

丘
中

学
校

マ
ル

チ
ル

ー
ム

宇
高
地
区
（
高
校
）

永
野

　
智

久
宇
佐
高
等
学
校

「
み

ん
な

弱
く

て
、

み
ん

な
強

い
」 

通
信
制
高
校
に
転
学
し
た
Ａ
が
再
び
地
区
学
習
会
に
座
る
。
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
る
こ
と
が
、
一
番
の
強
さ

な
の
だ
と
気
づ
い
て
い
く
。
し
か
し
、
Ａ
は
な
ぜ
学
校
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
あ
っ

た
も
の
を
今
、
問
い
直
す
。

学 習 ・ 啓 発 ・　

　　 ま ち づ く り

14

日
出
町
（
社
会
教
育
）

一
宮

　
俊

之
日出

町教
育委

員会
社会

教育
課

「
大

神
ん

し
の

人
権

教
育

」 
～

あ
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

in
お

お
が

～
に

学
ん

だ
こ

と
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
人
権
教
育
研
究
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
日
出
町
大
神
地
区
で
人
権
教
育
推
進
地
域
事

業
を
実
施
し
た
。
３
年
間
の
実
践
報
告
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
の
重
要
性
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

中
津

中
学

校
多

目
的

ホ
ー

ル
県
人
教
推
薦

吉
田

　
由

美
子

大
分
県
こ
ど
も
・
家
庭
支
援
課

教
育

現
場

に
お

け
る

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
へ

の
気

づ
き

か
ら

支
援

に
つ

い
て

 
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、「
見
よ
う
と
し
な
い
と
見
え
な
い
存
在
、
見
よ
う
と
し
て
も
見
え
に
く
い
存
在
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
な
ぜ
「
学
校
」
で
の
気
づ
き
が
重
要
な
の
か
、
大
分
県
内
の
現
状
や
支
援
ま
で
の
流
れ
、
事
例
を
交
え

な
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。

★
感
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対
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つ
い

て
　
・
常
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換
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が
け
て
い
ま
す
の
で
、
温
度
の
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化
に
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応
で
き
る
服
装
で
ご
来
場
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だ
さ
い
。

　
・
各
施
設
に
は
、
主
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者
よ
り
ス
リ
ッ
パ
等
の
貸
出
を
取
り
や
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
・
各
施
設
に
は
、
施
設
内
で
昼
食
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
各
自
で
感
染
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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・
分
科
会
会
場
の
近
く
に
お
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が
少
な
い
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合
も
あ
り
ま
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の
で
、事
前
に
昼
食
の
準
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を
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
で
の
弁
当
の
販
売
も
行
い
ま
せ
ん
。

★
分

科
会

会
場

に
つ

い
て

　
・
分
科
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、
参
加
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の
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車
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・
受
付
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は
、
Ｂ
票
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・
‌�子
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学
び
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や
市
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集
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場
を
会
場
と
し
て
お
借
り
し
て
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す
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で
、
ゴ
ミ
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各

自
で
お
持
ち
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り
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だ
さ
い
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・
片
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協
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い
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け
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す
と
幸
い
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す
。
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佐伯豊南高校　　渡邊 　洋

部落問題学習をやる時の、気になることを協議しました部落問題学習をやる時の、気になることを協議しました

　部落問題学習実践講座は、2020年度から始まりました。その趣旨は「昨今、教職員の人権意識調査結果が県
内外で公表されている。明確になったことは、人権問題の中で部落問題認識があまり高くないということである。
部落差別解消推進法の第５条には教育・啓発に努めることが明記されているが、差別再生産にならないように
創意工夫が必要になる。いろいろな立場の方と意見や実践交流しながら、部落問題認識を高め、教育実践して
いくための研修とする。」というものです。
　今回は、７月13日開催で40人の参加がありました。全体研修Ⅰでは、テーマを「人権学習は誰のため？～『差
別の現実に深く学ぶことから・・・』の意味と実践～」とし、スライド資料を使い、講義形式で部落の歴史の
概要（江戸時代から現代）と県内の教育現場であった差別事件の共通課題
・賤称語の重みをどう子どもたちに伝えるのか
・今現在の部落差別の実態をどう把握し、伝えるのか
・当事者、関係者意識をどう持たせるか（子どもや保護者の思いと行動）
　について学習しました。

　全体研修Ⅱでは、グループ別協議（６～７名のグループ）で、「部落問題を扱うときに気になること、ザッく
ザく」ということで、
①�小学校６年生の歴史授業（身分制度）で「差別された人々とは、えたやひにんのことやろ」と言う発言が出
た場合どうするか？
②�隣保館見学で児童生徒から「この近くに部落（被差別部落）はあるの？」という質問が出た場合、どうするか？
③�地区学習会や地区懇談会に参加したとき、「なぜ、あなたは参加したのですか？」と問われ、どう答えるか？
　などについて、話し合いを持ちました。参加者の感想を紹介します。
・	学習のはじめに、自分と差別の出会いや変容を子どもたちに伝えるというのが印象に残った。
・	� 何も分からない私にとって、改めて理解できたし、グループの先生方のお話を聞けてとても有意義な時間だっ
た。こらからもっと学習していかねば！と気を引き締めた。

・	� 初心に返るというか、なぜ、ここに来たのか、これから何をしていくのかという根源的な問いを自分に向け、
答えも出ました。

・	� 「６年生の授業で」「隣保館の見学で」等、状況に応じて自分がどう受け答えするかで、自分の中の差別性も
気づかされ、磨かれていくのだと思う。

・	� 研修Ⅰを聞きながら、今なお、大分で差別事件があるのだと驚かされた。また、忘れてしまっていることも
多く、学び続けていく必要性を感じた。

・	聞いてみたいことの答えがもらえました。今日は来てよかったと思えました。
・	� 自分の知識のなさも自覚したので、調べようと思ったし、ネットの記事を正しく判断するということを意識
したい。

　部落問題実践講座は今年
度あと３回あります。是非
参加してみては。

～第１回部落問題実践講座～～第１回部落問題実践講座～
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７月13日　第１回オープン講座

講師　西田昌矢さん　　演題「私は部落から逃げてきた。」

　西日本新聞社の記者である西田さんは、「人権新時代」というコーナーにご自分のこと、家族のことなど、綴
られていました。当日は、記事とスライドを使ってわかりやすく話しを進めてくれました。
　感想の一部を紹介します。
◇�当事者の方の話を聴くのは、その人にしか分からない感情に触れることができるからです。改めて思うことは、
語ってくれる言葉をうけて、私は何ができるのか、何をすべきか、私たち
の前で語ってくれた方々から、「ありがとう。」と言われるような自分にな
りたいと思う。
◇�言葉にするのがつらいことをたくさん書いてくださり、ありがとうござい
ました。西田さんや、お母様が、なぜこんなにも苦しい思いをしないとい
けないのかと、悔しい思いでした。「差別のない世の中」になるように、私
も一教員としてできることをしていきたいと改めて思いました。

８月１日　第２回オープン講座

講師　星野勇悟さん　　演題「話しにくいこと語ります。誰がみなす、みなされる」

　大阪から星野さんにきてもらいました。星野さんはご自分のことを語りながら、参加者に「部落に住んでい
る人は、部落民ですか？」などの質問をなげかけ、そう思う、どちらかというとそう思う、などで挙手をして
もらい、それぞれがどう考えているか改めて自分はどう考えているのかを視覚で捉えてもらいました。

同日　第３回オープン講座

同じく星野勇悟さん　　模擬授業「まずやってみんと、 わかりませんねん～部落問題学習の第１歩とは～」

　午後からは、グループに分かれ模擬授業を実践しました。
　「部落問題学習の授業ネタ」　から「こんなん選べる！？」のネタを使い、結婚差別についての内容でした。
　封筒に入ったカードをあけながら、グループのメンバーと意見交換していきました。
　感想の一部を紹介します。
◇�星野さんのお話、とても心に響きました。学習する機会を設け、自分自身の人権感覚を磨いていかなければ
自分の差別心と向き合えないと感じます。差別をしない子育てを微力ですが頑張っていきます。私にとって
力になるものは差別に対する怒り＋説得できるだけの力＋一緒に闘ってくれるなかまかな・・・。
◇�グループトークを通して結婚のあり方や考え方は様々で、様々であるからこそ難しい問題なんだと改めて実
感しました。今日の資料を元に学校で教員や子どもたちと学び続けたいと思います。
◇�差別を受けたとき私にとって力とは、差別をした側の親戚や身内に何人でもこの差別はおかしい、まちがい
だと声に出してくれる人がいてくれたら力になります。社会、職場、身近
なところで大人になっておかしい、まちがいと声に出せない状況がありま
す。（とても残念です）大人こそ声に出して話し合える社会になってくれる
ように啓発していきたいです。

オープン講座オープン講座
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Ⅲ．研究課題とその具体的なすすめ方
Ⅲ-１．人権を守る環境づくりを�Ⅲ-１．人権を守る環境づくりを�
　部落差別をはじめとするあらゆる差別を解消していく教育をすすめていくうえで、人権について学ぶだけで
なく、子どもたちの人権が尊重される環境を整えていくことも同時に考えていかなければなりません。例えば
学校で人権問題にかかわる学習をしたとしても、子どもの正当な意見等が聞き届けられない学校やクラスでは、
子どもたちの人権が尊重されているとは言えません。
　「子どもたちにとって、最大の教育条件（環境）は、教職員である」と言われています。また、「子どもの行
動は、個人の性格（パーソナリティー）だけで決定するのではなく取り巻く環境に左右される。」ということは、
ソーシャルワークにおいても大切にされていることです。「人権が尊重された環境を整える」とは、子どもたち
にとっては「学校は、自分の思いを聴いてくれる。」「自分の話をよく聴いてくれる環境（人）がいる。」という
ことになります。
　また、そうしたかかわりの中で見えてきた人権課題を克服するために、カリキュラムで定められた教育活動
や不定期に行う人権学習だけでなく、学校施設、目標やルール、システム、人間関係等を人権の視点から見直
すことが「人権が尊重された環境を整える」ということです。そのことが、「学校教育全体で人権教育をすすめる」
ということだと考えます。

Ⅲ-２．生きる力の根っこづくり「乳幼児期にかかわって」�Ⅲ-２．生きる力の根っこづくり「乳幼児期にかかわって」�
（１）解放保育の視点から
　解放保育は1979年に大阪からスタートしました。低学力などの原因を乳幼児期教育の責任であると突つけら
れたことから、小、中学校の教育労働者と保育労働者が部落にでかけ、保護者との話の中で、差別の現実を知り、
保育内容の見直しをしたのです。子どもが生涯どんな力を０歳からつけていくことが大切か、親支援はどうあ
ればいいのか「24時間皆保育」と提言してきたように、すべての子どもに家庭と園が保障する内容で取り組ん
できたのです。これは、すべての子どもに最大の利益＝つまり、子どもの人権を保障する保育内容なのです。
現在の子どもを取り巻く環境をみると、格差社会の広がりや虐待が増え続けていることなど子どもの権利は、
脅かされています。大分県内の虐待数をみると2019年度は2613件（前年度増165）、相談対応3662件という
実態があります。社会的要因として、子どもの貧困率の高止まりにつながる保護者の就労体制などがあげられ
ます。保護者のストレスや疲労感を乳幼児期教育の現場が育児支援をし、子どもの育ちと保護者としての育ち
を支えていますが、保育労働者にかかる負担は大きいです。
　子どもの姿をみると、愛着形成ができにくかったり、様々な経験が少なく、育ち残しが増えたりしています。
国や自治体の子育て支援の施策が本当に支援の必要な保護者に届いてないこともあります。育児相談や家事支
援の「ホームスタート事業」や、『ひとり親家庭の医療補助』など様々な支援を必要な家庭につないでいくことで、
生活を安定させ、子どもの将来に、貧困や虐待の連鎖を断つことができる環境を創る必要があります。まさし
く解放保育の視点です。
　それに加え、OECD保育白書では、「人生の始まりこそ力強く」と、質の高い保育こそ子どもの将来を幸せ
にできると訴えていますが、保育者の労働環境の改善が急がれます。また保育現場の実態を理解し合う連携が
必要です。

（２）生涯に向けての連携を
　私たちは、乳幼児期・小・中・高を見通した進路保障の一貫として、一人ひとりの子どもたちの生活をふま
えた乳幼児期の保育・教育の充実、創造にとりくんできましたが、この取り組みの強化が必要だと考えます。
子どもの権利条約の中の「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する権利」は特に乳幼児期に大切な

研究課題について

前号に続いて、研究課題を掲載します。書面の都合上、各項の重点課題と実践事例、その他一部の文面を省
略しています。完全版はホームページにありますので必要な方はそちらをご確認ください。

研究課題2023研究課題2023（その②）（その②）

- 6 -



権利だと言えます。その子がその子らしく生き生きと安心してくらせるにはいつも子どもの人権を中心に考え
る必要があります。
　また、2018年度から改訂された「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育
要領」では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」という10の姿があげられました。これは、小学校の教職
員と子どもの姿を共有する際の手がかりとするための姿となっています。しかし個人で「できるようになる」
ための｢資質・能力｣だけでなく、様々なつながりの中で共に育つ、共に学ぶという人権を大切にする保育の視
点が生きているでしょうか。今を充実して生きる子どもの最善の利益が尊重される保育について考えなければ
ならないと思います。子どもを取り巻く現実をきちんと見つめ、学びにつながる育ちに不可欠な環境を構築し
ていく事が急務です。各地で行われている乳幼児期教育との連絡会も入学前のみならず、平素からの交流や各
地の中学、高校、社会教育ともつながるものにしていく取り組みが大切だと思われます。

（３）子どもアドボカシーの実践について
　子どもアドボカシーとは、子どもの意見表明権を守る取り組みで、子どもの思いや気持ちを、そのままマイ
クのように伝えていく活動をしています。今は社会的養護の必要な子どもたち（一時保護所、里親家庭、養護
施設）を訪問し、面談希望のある子どもの話を聴いて、一緒に考えたり、伝えたい人に伝える連携をとったり
しています。アドボケイトは、自分の意見を言うのではなく、あくまでも子どもの意見を聴くこと、おとなは
ニュートラルな気持ちで子どもをエンパワーメントする取り組みです。2024年から「児童の意見聴取等の仕組
みの整備」が実施されます。大分県でも、きつい思いをしている子どもに寄り添える、誰もがアドボケイトの
気持ちで子どもに対応できるように取り組みを続けています。

Ⅲ-３．人権確立をめざす「教育の創造」�Ⅲ-３．人権確立をめざす「教育の創造」�
（１）子どもたちの立場に立った「人権についての教育」を
（２）部落の子どもをはじめ、被差別状況の子どもたちを中心に据えた教育内容
（３）子どもの生活課題、なかまづくりの課題と結合した部落問題学習
　「部落差別解消推進法」の第１条では「現在もなお部落差別が存在する」ことを国が認め、その第５条では「そ
の地域の実情に応じ、部落差別を解消するため必要な教育及び啓発を行うよう努める」と明記しています。部
落問題学習は部落差別の解消に向けての学習を重ねながら自分がどう生きるかを問い、あらゆる差別を許さな
い社会をつくっていこうとする生き方を学んでいく学習です。ですから、部落問題のみならずあらゆる差別や
偏見などの不合理なものに疑問をもち、それを変革していこうとする人としての生き方を問う学習として取り
組んでいく必要があります。
　部落問題学習は、部落問題だけでなく、子どもたちが具体的な人権問題の学習を通して人権感覚や人権意識
を高め、自分の身の回りで起こっている様々な人権問題を解決していこうとする学習であり、その学びが部落
問題をはじめとする、様々な人権問題を解決する実践力となっていくことをめざすものです。子どもたちが自
分自身や生活と向き合う活動を保障し、教職員自身も子どもたちと共に学び合い、親や地域とつながりながら
子どもたちと共に成長していく取り組みをしていきましょう。

（４）地域と結合した教育内容…授業に臨む教職員の感性や認識力
　近年、世代間の部落問題に対する認識に差があることが顕著となるとともに、約２割の市民が「部落差別は
もうない」と人権意識調査の中で答えています。差別の現実が厳しいほど被差別の当事者が声を上げることは
なくなり、見えなくなりますが、それは差別がないということではないということを確認しておかなければな
りません。世代間の学びの継承にも取り組む必要があります。

（５）どのように理解しているかの把握を

Ⅲ-４．人権尊重社会確立の主体者を育てる「自主活動」�Ⅲ-４．人権尊重社会確立の主体者を育てる「自主活動」�
（１）「自主活動」とは
　「自主活動」を通じて子どもたちはお互いの生き方を理解し、思いや願いを共有することで自己肯定感が高ま
り、自身の生き方を豊かなものにしていく、反差別の集団を築いていくことを大切にしてきました。子どもた
ちが自分の思いを自分の言葉やさまざまな方法でなかまに表現できる安心感や、どんな思いも受けとめ合える
という信頼感を得ることは、「自主活動」を展開する上でとても大切なことです。
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　「自主活動」では、自分のくらしの事実や思いや願いを「語る―聴く」「綴る―読む」というていねいな営み
を組織することが「なかまづくり」「集団づくり」につながることを教えてくれます。差別の現実に対して「お
かしい」「こうしたい」「こうあってほしい」そんな願いや要求を自主活動を通して行動化し、よりよい生活や
社会へと変えていくことのできる力を育んでいくことで、子どもたちは解放の主体者となっていきます。その
ためには、子どもたちが問題意識をもち、自分たちで悩み、考え、解決の方法を探っていく時間を保障してい
くことが大切です。

（２）居場所づくり・なかまづくり
　「自主的な活動」の中で、さまざまな立場を持つ子どもたちがそれぞれの不安や願いを持って暮らしているこ
とをしっかり受け止めながら、一人ひとりがつながり、支え合い、ともに差別や困難を乗り越えていく関係づ
くり、すなわち「なかまづくり」がなされてきました。あらゆる自主活動の場面でこれらの取り組みが生かさ
れることで、子どもたちはありのままの自分を出し合い、認め合いながら、自尊感情を高めることができます。
また、人とつながる力をつけていくことにもなります。
　このような「自主活動」を見守るおとな自身も、「荒れ」の背景や「いじめ」の実態をつかむことができるなど、
子どもの様子から多くのことを学べます。また、支援者どうしがつながり、なかまを増やすことも、子どもた
ちの「自主活動」をさらに充実させることにつながります。

（３）周りのおとなや教職員の立ち位置
　このような自主活動を組織し、支援していく周りのおとなや教職員には、「どんな子も見捨てない、切り捨て
ない」立場で子どもに正面から向き合う姿勢や、子どもたちがさまざまな形で表現するかすかなサインをも見
逃さないといった、自身の感性や力量・器量が問われてきます。周りのおとなや教職員の中にこうした感性や
力量・器量を培っていくために、「差別の現実から深く学ぶ」出会いや内容のある研修を作っていくことが大切
になってきます。

Ⅲ-５．子どもたちの未来を確かなものにする「進路・学力保障」�Ⅲ-５．子どもたちの未来を確かなものにする「進路・学力保障」�
（１）子どもたちの未来を確かなものにする進路・学力保障
　私たちが大事にしていきたい「進路」とは、子どもたちが「こんな風に生きていきたい」という思いに他な
らず、それはおとなになるまでに完結するのではなく、一生をかけながら形づくっていくものです。そのため、
「進路」を保障していくためには、子どもたちを中心において、より多くのおとなが繋がり合うことが重要とな
ります。互いの立ち位置から「人権のまちづくり」を進めることによって子どもたちの願いや思いを保障して
いこうとする営みを「進路保障」ととらえ、まずは全ての子どもたちが自分の進路をすぐそばにいるなかまや
おとなと共有し合える場の保障を進めています。

（２）不登校について
　文科省による2021年度調査結果では、大分県の小中学校の不登校児童生徒数（年間30日以上欠席）は2,415
人（2020年度1,992人、2019年度1,843人）、高校では842人（2020年度607人、2019年度618人）となり
ました。近年、小・中学校で増加の傾向が続いていましたが、2021年度調査では高校の子どもたちが大幅に増
加しています。一人では背負うことができない「不安」に悩み苦しむ子どもや保護者が多くいます。
　子どもや保護者に寄り添い、悩みや思いを受け止めることから、進路を切り拓いていく取り組みは始まります。
保護者・教職員・スクールカウンセラー（以下SC）・スクールソーシャルワーカー（以下SSW）・関係機関と
ともに様々な視点を共有しながら連携を進める必要があります。
　2017年２月に「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（教育機会確
保法）」が施行されました。この法律の基本方針では、支援に際しては、登校という結果のみを目標とするので
はなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することをめざす必要があると指摘しています。
不登校の状況にある子どもたちの「休養の必要性」を認めたことは、学校に登校できない自分を追い詰めてい
た子どもやその保護者にとっては、心の負担が軽くなりました。さらに一定の要件をみたすことで、学校外の
公的機関や民間施設での学習活動や自宅においてICT等を活用した学習活動も出席として認められるようにな
りました。大分県教委も、長期の不登校で学びの場が保障されにくい子どもたちを対象として、ICTを活用し
た学習支援による学びの場の保障を2020年度より始めています。しかし、学校外での学びの場が保障されたこ
とが、学校が不登校の状況にある子どもたちとのかかわりを減らすことの要因にならないように注意しなけれ
ばいけません。教育支援センターや補充学習教室（スタディーサポートクラブ等）に通うことのできない子ど
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もたちもいます。そのような子どもたちも自分のペースで学び続けることができる多様な学びの場や形が必要
となっています。
　校内外の関係者（SC、SSW、適応指導教室、子育て支援課など）と情報を共有し、チームとして支援方法
を考えいく取り組みが進められています。その他にも、高等学校では教務内規の弾力的運用として別室登校に
関する指導と評価・単位認定についての規定を盛り込むことや、学校管理のもと外部機関で過ごす時間を条件
付きで出席として扱うなどの取り組みが見られます。学校の現状が子どもたちにとって登校しづらいものであ
るならば、学校を子どもたちがいきいきと生活することができる場所、子どもたちが自分のつらさや悩みを出
すことのできる場所に変えていくことが必要です。

（３）義務教育出口の課題
　2021年３月に中学校を卒業した子どもたちの中で、高等学校等に進学しなかった子どもたちは59人でした。
その後の10月の追跡調査では、「不明」の状態の子どもたちが40人となり、学校が繋がり続けることが困難で
あることが明らかとなっています。しかし、３月調査後に進学したり就職したりした子どもたちも22人いるこ
とは、在籍していた中学校や地域の行政機関の支援が中学校卒業後も確かに続いていることを表す数値だと捉
えています。そのような支援体制が個人の力によるものではなく、どの町にいても子どもたちの進路を保障し
ていく支援体制の構築を進められるように取り組む必要があります。

（４）就学支援・奨学金制度
　生活保護受給家庭の子どもの進学率は、「大分県子どもの貧困対策推進計画（2016年３月）」によると、中学
校卒業後の進学率（2015年度）は、86.2％で、県全体の進学率98.6％に比べ低くなっています。高等学校卒
業後の進学率も、33.3％と県全体の進学率71.6％に比べ低くなっています。
　「大分県子どもの貧困対策推進計画（2016年３月）」によると、生活保護受給家庭の子どもの中学校卒業後の
進学率（2015年度）は、86.2％で、県全体の進学率98.6％に比べ低くなっています。高等学校卒業後の進学
率も、33.3％と県全体の進学率71.6％に比べ低くなっています。また、高等学校等中退率は、2014年で、6.9％
となっており、県全体の中退率1.5％を大きく上回っています。高等学校に進学後、経済的な理由で就学を維持
できないことがうかがえます。
　就学援助制度を利用している児童生徒は、2015年で７人に１人の割合となり、依然高い数値で推移していま
す。しかも、経済的に厳しい家庭のなかにも、申請・受給ができていない家庭もあります。
　高校授業料無償化制度が廃止され、2014年度より高等学校等就学支援金制度が実施されました。非課税世帯
には授業料以外の負担を軽減するために高校生等奨学給付金も設定されました。2020年４月、私立高校等に通
う生徒について高等学校等就学支援金制度の上限額の引き上げが行われました。しかし、施設設備費や入学料は、
経済的に厳しい家庭にとって大きな負担となっています。高等学校等就学支援金の支給を受けるには、課税証
明書等と申請書を学校へ提出しなければいけません。支給の対象でありながら申請しなかった家庭からは、「返
還しないといけないので申請しなかった（高等学校等奨学金と誤解）」や「支給の対象ではないので申請しなかっ
た（高校生等奨学給付金と誤解）」などの理由があげられ、正しく情報が伝わっていなかったことがわかります。
高等学校等就学支援金に対する誤解や不安をなくすために、高校では、合格者説明会のときに高等学校等就学
支援金説明コーナーや相談コーナーを作る、一旦全世帯から申請書を回収するなどの取り組みがされています。
今後は中学校３年次でも保護者への丁寧な説明を進めていく必要があります。
　2022年度、大分県奨学会の高等学校等奨学金（予約生）の採用者数は243人（2021年度273人、2020年度
374人、2019年度392人、2018年度453人）、入学支度金制度を利用した生徒は169人（2021年度193人、
2020年度254人、2019年度264人、2018年度310人）と減少を続けています。奨学金を利用する生徒は減少
傾向にありますが、まだ多くの生徒が奨学金を必要としてます。奨学金を必要とする家庭の中には、「ひとり親
家庭で収入が少ない」「ひとり親家庭で『障害』者年金で生計を立てている」「保護者の仕事内容や状況が変化し、
収入が大きく減少した」「保護者の体調が悪く、入退院を繰り返している」などの厳しい家庭状況の中で進路を
切り拓こうとする子どもたちの姿がありました。
　また、奨学金を必要としながらも応募することのできなかった、もしくは応募しなかったという課題もあり
ます。「成績条項の基準が厳しく満たなかった」、「書類の準備や手続きが難しく提出が間に合わなかった」、「貸
与金額が高額となり、借金を子どもたちに背負わせることへのためらいがあった」という理由が挙げられてい
ます。この他、「保護者が無職のため応募したが、年度途中まで働いていたため書類上は職がある状態となって
いた」、「双子のため高校進学を同時に迎えることから希望したが、所得基準を超えていたため断念した」「連帯
保証人を必要とすることができなくて応募できなかった」といった理由です。今ある奨学金制度の課題を明ら
かにして、必要とする子どもが利用できる制度に変える取り組みが必要です。
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■これまでの歩みを基盤とした人権教育の創造を

　くにさき地区人権・部落差別解消教育研究協議会は、当時（東国東郡の「同和」教育）、社会科の教員が中
心となりスタートしました。社会科の教科書に身分制度が出てきたとき、地区の人たちからの「先生方が、違
うことをやっちくれたら困るじゃねえか。」という思いを大事にしながら、統一した指導案や板書計画を作り
上げ、社会科の教員がそれぞれの地区に出かけていき、指導案を見せて説明していきました。そんな中で、
ある地区の人から「そりゃ先生、なまぬりい。部落差別は悪い、なんで悪いかちゅうことをずーっとやっちょ
くれ。」と厳しい指摘がありました。こうした中、当時の第１回「同和」教育研究大会は、「社会科の取り組み」
の発表というかたちで開かれました。地区に何度も出かけながら、暗中模索のなかで、多くの先輩の方々が
取り組まれた経緯があります。しかしながら、私たちの願いとは逆行するように、ここ数年県内各地で差別事
件が相次いで表面化しています。私たちは、こうした現実が、私たちの日常実践、とりわけ人権学習、部落
解放学習での授業実践の弱さに起因していることをまず、自覚しなければなりません。また、発足当初、「部
落差別を21世紀に持ち越さぬ取り組みを！」と叫ばれていましたが、21世紀まであと２ヶ月たらずとなりま
した。【2000年11月の第26回東国東郡「同和」教育研究大会の基調提案より抜粋】

　20世紀最後の研究大会から、23年目を迎える今、私たちは、結成以来「差別の現実から深く学び、生活を高め、
未来を保障する教育を確立しよう」のテーマのもと、実践を積み上げてきました。2016年12月に「部落差別の
解消の推進に関する法律」が施行され、これには、現在もなお部落差別が存在するとの認識が法で新たに示され
ました。部落差別の解消に関する教育及び啓発の重要性が明記されていますが、教育及び啓発などは私たち教職
員や行政に課せられた大きな責務だということが確認されています。しかし、今なお、インターネット上で差別
を助長するような内容の書き込みがなされるといった事案が発生しています。子どもたちの中にも、インターネッ
ト上でしか、人とのつながりを感じられず、友人関係に心を縛られている子どもたちが増えています。子どもた
ちの心が解放され、安心できるつながりをどうつくるか、また、今日的課題と人権・部落問題学習とをどうつな
げるかが大きな課題となっています。
　保護者や子どもの現実から深く学ぶ営みにこだわることを通して、教育の内実を創造しなければなりません。
また、一人ひとりをよく見つめ、子どもと教員がわかりあう活動を創造しなければなりません。それには、「教え
る人」ではなく「共に学ぶ姿勢」という意識改革が求められています。日々の生活や仕事、教育の場などに表れ
る具体的な差別の実態と出合うことで、私たち一人ひとりの感性をみがき、差別に向き合う姿勢を問うてきまし
た。「深く学ぶ」とは、差別の克服を、「思いやり」や「心がけ」の問題でなく、私たちの自己変革・意識改革を
ともなう課題として認識していく姿勢であり、これからの実践・研究の基本的な姿勢として継承していかなけれ
ばなりません。また、人権・部落問題学習において留意しておきたいことは、教員の伝えたい思いや、理解させ
たい内容が先行するあまり、教員が子どもを教え諭すという上下の関係になりがちなことです。とりわけ、人権・
部落問題学習においては、共に解決に向けた取り組みや方向性を考えていくという関係が必要であると考えます。
　そこで、くにさき地区人権・部落差別解消教育研究協議会では、「＊5.23人権学習（部落問題学習）」で、市内
のどの学校においても出合わせたい教材一覧を、各学校の人権教育担当に説明し授業実践をお願いしています。
年間指導計画に位置付け、系統立てて指導して、各学年で「つけたい力（人権感覚・人権意識・知的理解）」をよ
り確かなものとするようにしています。
　そして、２学期末の保護者会の授業では、子どもたちだけでなく、子どもたちを取り巻く保護者が人権問題を
正しく理解し認識することが、確かな差別解消の一歩となることから、その学習機会の一つとして、市内のどの
学校でも、取り扱ってほしい教材について市教育委員会から、部落差別の問題に関する共通教材を設定され実践
を行っています。こういった、計画的・系統的な実践を通して、小中高の連携も図ってきました。

「＊5.23人権学習（部落問題学習）」
　1963年に埼玉県内で女子高校生が殺された狭山事件で、石川一雄さん（84）が逮捕されて、５月23日で
60年が経過。石川さんは、逮捕当時24歳。無期懲役囚として服役した石川さんは、1994年の仮出所後も再
審を求めている。今は、３回目の再審請求中である。この事件に部落問題が内在することを見逃してはならない。

◎部落問題学習に取り組む前に

①�「狭山事件」に内包される部落差別の問題を、差別の現実を通して、私たちの重要な教育課題として受け

各地区研究会や各地区で取り組んでいる方の実践を紹介します各地区研究会や各地区で取り組んでいる方の実践を紹介します

熱い思いを引き継いで熱い思いを引き継いで ～くにさき地区人権・～くにさき地区人権・
部落差別解消教育研究協議会の取り組みより～部落差別解消教育研究協議会の取り組みより～
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止め、自らを問い直すことができているか。
②�部落の子どもたちをはじめ、被差別の立場にある子どもたちの「学校を休む、休みがちになる」「学習意欲
がない」などの現実に対して、その背景にある生活のおもさや厳しさをともに寄り添い歩く一人の人間とし
てとらえきれているか。
③�どの子どもにも、差別を見抜き、差別に怒り、差別と闘っていける生き方をつけきれているか。

◎「狭山」の教育課題（教職員側）

①学校に通うことができなかったゆえに、保障されなかった学力
②教育条件の未整備な状況
③�小学校６年間欠席日数531日（1440日余りのうち）の石川一雄さんに関われなかった教職員の意識や職場
のなかまづくり
④部落解放を展望する教育内容の弱さ
⑤差別する子どもを是認・黙認してきた教職員をはじめとした大人や地域
⑥獄中で文字を奪い返していった石川一雄さんの生き様
⑦家族の絆

⬇
■教育課題としてどうとらえるか
　かつて石川さんが受けてきた教育を繰り返してはならない、きつい思いをしている子ども、取り巻く子ども
たちに関わっていく教職員の意識づくりが大切だと考えます。
○子どもたちに確かな学力をつけているか。
○子どもたちに差別と闘い、生き抜く強い気持ちを培っているか。
○�子どもたちが「学校を休む」「学習意欲をもたない」という現実に対して、その背景にあるきつさをどうと

らえているか。
○保護者をはじめ、地域社会に差別の現実に対する確かな認識をもってもらう活動ができているか。
　現存する部落差別について、自分自身はどう思い、どう行動していくかを問い続けながら、反差別の輪を広
げていきたいです。

部落問題学習（５月・12月実施）教材一覧

学年 ５月の人権学習 12月末保護者会人権学習
教　材　名 教　材　名

小１
いやだったこと
（出典「人権学習資料（改訂版）小学校低学年用」大分県教育
委員会）

われたかびん
（出典：「ぬくもり」福岡市人権読本編集委員会）

小２
おかあさんのにおい
（出典「人権学習資料（改訂版）小学校低学年用」大分県教育
委員会）

ぼくのだけどうしてけるの
（出典：「きずな」熊本県同和教育研究協議会）

小３ クレヨンはぬすんだのじゃねえ
（出典：「なかま」奈良県同和教育研究会）

ざるにはざるを
（出典：「ぬくもり」福岡市人権読本編集委員会）

小４ ふみ切り向こう
（出典：「なかま」奈良県同和教育研究会）

木曽の小太郎
（出典：「あけぼの」長野県同和教育推進協議会）

小５ おれはかきをとってないぞ
（出典：「なかま」奈良県同和教育研究会）

おじいさんの太鼓づくり
（出典：「しんけんにじんけん」大分県同和教育研究協議会）

小６ 牛のかたきうち
（出典：「部落の語り伝え」福岡部落史研究会）

浅黄半襟掛け拒否逃散一揆
（出典：「学校同和教育指導資料」大分県教育委員会）

中１
渋染一揆を闘った人々
（出典「おおいたの部落問題学習」大分県人権・部落差別解消
推進課）

手紙ー夕やけがうつくしいー
（出典：「人権教育読本にんげん」明治図書）

中２
5万日の日のべ「解放令」
（出典「おおいたの部落問題学習」大分県人権・部落差別解消
推進課）

教科書無償運動
（出典：「きりひらく」《中学校》大分県同和教育研究協議会）

中３
全国水平社創立
（出典「おおいたの部落問題学習」大分県人権・部落差別解消
推進課）

なんでこんなことが関係あるの？（就職差別）
（出典：「こどもたちの確かな未来を」～大分の進路保障～（大
分県人教））
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【表紙の写真】　中津市の風景より

こちら
編集部

　153号は、ヒューライツフォーラム2023中津大会の最終案内を収録しています。打合せのため中津に向
かう道中、さまざまな景色を見ました。7月の豪雨では、甚大な被害が出ました。夏の八面山。そして、コ
スモスや紅葉…10月20日、21日開催� （りょ）

こどものまなざしこどものまなざし
　このコーナーでは、今年度の人権作文集「ひかり」に掲載された作品を紹介していきます。子どもたち

が日常の生活の中で考えたこと、感じたことなどにふれ、子どもたちの姿から学んでいきたいと思います。

　戦争が終わって何十年経っても、戦争でつらい思いをする人がいることにはっとさせられました。
　作者の後藤さんが感じた「いつもと違う目」は、後藤さんをさげすむ鋭い目だったことでしょう。そんなとき
に聞こえてきた先生の声は、その時の後藤さんの緊張を一気に解きほぐしたのではないでしょうか。そして、何
年たっても忘れられない言葉になったのでしょう。
　そんな経験をした後藤さんだからできる生き方が、平和をつくることにつながっているのだと思います。

人権作文集ひかり2023【第35集】　　　　　　　　　　
宇佐市　中学校　二年　後藤　京美さんの作品より

　私は幼い頃、親の仕事のため中国で暮らすことになり、中国の人たちと一緒の幼稚園や小学校に通っ
ていた。日清戦争や日中戦争があったことから、みんなと仲よくしたいと思っていても、学校に行くこ
とに抵抗感を感じていたが、やさしくしてくれた人がたくさんいた。しかし、理解してくれた人がいれば、
当然理解できなかった人もいたのだろう。日本人であることを差別するようなひどいことを言われたこ
ともあった。（中略）
　小学校１年生のある日、戦争から六十年ということで、学校で特別授業が行われた。次々と目に入っ
てくる残酷な写真、周りのざわめきで、私は思わず身を縮めた。でもふと、私も戦争について知る必要
があると思い、背筋を伸ばして前を向いた。その時、友だちと目が合った。が、すぐにそらされた。
　一瞬の出来事だった。しかしその時の目は、いつもと違う目だったことを私はすぐに感じた。
　絶望で、孤独を感じて、逃げ出したい気持ちでいっぱいだった。（中略）
「でも、それは後藤さんとは関係ないです。」
　そんな時に担任の先生の声が聞こえて、思わず顔を上げてしまった。
「確かに日中戦争はありました。しかし、それらはすべて今の人たちとは無関係です。日本人はとても親切で、
先生も何度も助けてもらいました。みなさんには周りに流されず自分で判断してほしいです。そして、
自分の主張だけではなく、相手の立場になって考えてみてほしいです。」
　静まり返った教室で、先生だけの声が響いた。こんな風に思ってくれている人が家族以外にいたなんて、
考えてもいなかった。

理解と尊重の大切さ


